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第 28 回日本教育工学会全国大会を迎えて 

日本教育工学会 会長 永野和男（聖心女子大学）

 

 第 28 回日本教育工学会全国大会を長崎大学で開催できますことを，皆様とともにお喜びしたいと思

います． 

 長崎といえば，古くは，長崎大学と，壱岐・五島・平戸・対馬の４つの離島の小中学校を電話回線で

結んだ遠隔情報交換ネットワークシステム「NIGHT SYSTEM」を思い出します．５つの地域の頭文字から

と名付けられたシステム名（NIGHT）も粋で衝撃的でしたが，今の時代を予感させる教育情報ネットワ

ーク網の礎となる開発研究として今も記憶に残っています． 

 ご存知のとおり，この長崎は，長い鎖国時代，外国の文化を取り入れる唯一の窓口でした．多くの知

識や技術がこの長崎に伝わり行きわたりました．しかし，我が国の素晴らしいところは，それらの知識

や技術をそのままではなく，咀嚼し我が国独特の文化の中に取り入れ広めていったところでしょう． 

 今や知識や技術は，ネットワークを通じて瞬時に入手できるようになりました．しかし，それが社会

に適切に受け入れられ普及していくためには，国の現状や文化の中での意義を検討し移行のプロセスを

見守りながら推進したり制御したりする役割が必要になります．教育工学は，新しい知識や技術と，実

際の教育の場の間を学問的に扱う研究領域です．新しい技術がどんなに素晴らしく見えても，それが実

際に社会の中で機能するには，様々な要件をクリアしていかなければなりません．このような状況に対

し，はじめはアイデアから，次には試行，そして環境整備，移行と制度化と，じっくり時間をかけて，

しかも確実に普及していくプロセスを保証することも，教育工学に課せられた課題であると思います． 

 大きな改革を成し遂げるためには，それぞれが，それぞれの立場から研究的視点で成果を持ち寄り，

それを統合し協力して一つの改革を進めていかなければなりません．そのために，全国大会での情報交

流はとても重要な役割を果たすのではないかと思っています．参加者の間で，大いに情報交流が行われ

ることを，期待したいと思います． 

 最後に，大会を企画・準備し実行していただいた大会企画委員会の方々，会場を提供していただいた

長崎大学と大会実行委員会の方々，協賛や展示で協力いただいた企業の方々に，心から感謝申し上げた

いと思います． 
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日本教育工学会 第 28 回全国大会のお知らせ（最終報） 
大会 Web ページ：http://www.jset.gr.jp/taikai28/ 

 

 日本教育工学会第 28 回全国大会を，長崎大学 文教キャンパスにおいて開催します．合計 495 件（シ

ンポジウム 7 件，トークセッション 8 件，一般研究 420 件（うちポスター124 件），課題研究 46 件，イ

ンターナショナルセッション 14 件）の発表と，ワークショップ 7 件が予定されています．多くの方々

のご参加をお待ちしています．詳細は，大会 Web ページ，本ニューズレターに同封されております参加

案内（プログラム）をご覧下さい． 

 

１．開催期日・会場 

期日：2012 年 09 月 15 日（土）～17 日（月）（3日間） 

会場：長崎大学 文教キャンパス 〒852-8521 長崎市文教町 1-14 
JR 長崎駅 路面電車 「長崎駅前」→（赤迫行き）→「長崎大学前」下車 
  長崎バス 「長崎駅前」→（１番系統「溝川」，「上床」，「上横尾」行き）→ 
     「長崎大学前」下車→徒歩 
長崎空港 県営バス「長崎空港４番のりば」→（昭和町・浦上経由長崎方面行き）→ 
     「長大裏門前」下車→徒歩 
http://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/access/bunkyo/index.html 

 

２．大会日程（予定） 

第 1 日 09 月 15 日（土） 第 2 日 09 月 16 日（日） 第 3 日 09 月 17 日（月） 
 8:30～17:00 受付  8:30～17:00 受付  8:30～15:00 受付 
 9:30～11:30 一般研究発表１ 

（口頭発表） 
 9:00～11:00 一般研究発表３ 

（口頭発表） 
 9:00～11:00 一般研究発表４ 

（口頭発表） 
11:10～12:30
 

一般研究発表３ 
（ポスター発表） 

11:10～12:30 一般研究発表４ 
（ポスター発表） 

11:30～13:00 昼食・ 
企業ランチセッション・ 
理事会 

12:30～14:00
 

昼食・ 
ワークショップ・ 
各種委員会 

12:30～13:15 昼食 

13:10～15:10 シンポジウム１ 14:10～15:10 会長講演・全体会 13:15～15:45 課題研究発表 
15:30～18:10 一般研究発表２ 

（口頭発表） 
15:20～17:50 トークセッション 16:00～17:00 大会企画委員会 

  18:30～20:30 懇親会（大学内）   

 9:30～18:10 企業展示  9:00～14:10 企業展示   

＊ プログラム編成によっては，時間帯が若干変わることもあります． 
＊ 企業展示が第 1 日目，第 2 日目に開催されます．特に昼休みには，ぜひ，見学にお立ち寄り下さい． 

 

３．全体会について 

２日目の全体会では，会長講演，論文賞および研究奨励賞の表彰等があります． 

・会長講演：永野和男（聖心女子大学 教授）「教育工学の原点，その対象領域と方法をめぐって」 

・論文賞，研究奨励賞の表彰 

 

４．シンポジウム・トークセッションについて 

初日の午後にはシンポジウム 1A，1B が，次のようなテーマで開催されます．2 日目の午後には，ト

ークセッションが開催されます．詳細は大会 Web ページをご覧下さい． 

シンポジウム 1A：新技術が拓く未来の学習環境について考える 

シンポジウム 1B：初等中等教育の教育方法の改善・開発に教育工学研究が果たす役割 

トークセッション：JSET Talks: 社会のデザイン，学びのデザイン 

Japan Society for Educational Technology
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５．企業ランチセッションについて 

今大会初めての試みとして，初日の昼休みに企業ランチセッションを開催します．３つの教室を利

用して，各企業にプレゼンテーションをして頂きます．聴講者にはお弁当が無料で配布されますので，

奮ってご参加下さい．お弁当は，各教室 50 個配布する予定です．先着順です． 

 

６．懇親会について 

懇親会は下記のように開催します．当日申込も受け付けますので，ご参加下さい． 

 日時：09 月 16 日（日）18:30〜20:30 

 場所：長崎大学内生協食堂 

 費用：当日 6,000 円 （事前申込は終了しました） 

 

７．服装について 

今年も，昨年に引き続き，発表者ならびに参加者の服装は，クール・ビズを推奨します． 

また，大会当日のスタッフも，昨年同様，大会用 Tシャツ等を着用することになりました． 

 

８．託児室の利用について 

前回大会に引き続き，託児室を提供します．事前申込制で，料金は子ども一人１時間あたり 800 円

（学生は 600 円）の自己負担をして頂きます．詳細は，大会 Web ページをご覧下さい． 

 

９．大会当日の受付について 

★参加登録者の方は，電子メールで送られた「大会参加票」等をプリントしてお持ち下さい． 
①事前送金済みの場合 
・電子メールでお送りした「大会参加票」を，大会受付の「事前送金済参加者」窓口でお渡し下さい．

電子メールの件名は「大会管理より受付番号を発行しました」となっています． 
・お支払いいただいた金額に応じて，大会プログラム，講演論文集 CD-ROM 等をお渡しします． 
・プリントして持参していただいた「大会参加票（名札用）」を名札ケースにお入れ下さい． 
・大会参加票をお忘れになる場合に備えて，できれば受付番号をメモしておいて下さい． 
・大会参加票を持参されなかった方は，「当日会場に掲示される「事前送金者リスト」で番号を確認の

上「事前送金済参加者」窓口にて，その旨，お申し出下さい． 
・送金金額に不足があり，大会当日に差額をお支払いいただく場合も，大会受付でお受けします． 
②当日参加の場合 
・当日参加者は，大会受付にて，「当日参加受付票」に必要事項を記入して，それを大会受付の「当日

参加者」窓口にてお渡し下さい（名刺をお渡し下さる場合は，連絡先住所等の記入を省略することが

できます）． 
・ただし，学会ホームページから参加登録を行った会員は，自動送信されたメールをプリントしてお持

ち下さい．会場で「当日参加受付票」に記入していただく必要がなくなります． 
・お支払いいただいた金額に応じて，大会プログラム，講演論文集 CD-ROM 等をお渡しします． 
・名札ケースに名刺を入れるか，お名前をカードに書いて入れて下さい． 
・懇親会費を支払われた場合は，名札にマークを貼らせていただきます． 
・大会当日に参加費等をお支払いの方は，おつりが出ないようにご準備下さい．
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2012年度シンポジウム報告 
 

本年のシンポジウムは，教育工学が教育の現場にどのように寄与できるか，外部の討論者を交え，高

等教育と初等中等教育，二つの現場での今日的課題を午前午後に別れて議論を行った．例年より多数の

参加者があり活発な議論がなされ，教育工学会の活動を考える新たな視点が提供されたと考える．以下，

内容を報告する． 

 

（午前）高等教育シンポジウム 高等教育と ICT 

 

司会の久保田賢一氏(関西大学)より，「高等教育改革が進むなか，ICT 活用がその重要なキーのひとつ

になる．これらに関する世界的動向を捉えつつ教育工学がどのように寄与できるか」との趣旨説明から

開始された． 

最初に重田勝介氏(東京大学)より，オープンエデュケーションの可能性と課題について語られた．米

国では「社会の中で大学は何をすべきか」という危機感からの議論がある．オープンエデュケーション

はここから始まっている．理念は，アクセシビリティの確保，生涯学習の支援，国際的な社会貢献活動

があげられる．一方，大学側としてもリクルーティング，グローバル化(国際的な名声と将来のリクル

ーティング)，質向上とコスト削減等の利点もある．この１年でも，MIT とハーバード連合は大学の外に

共同で運営組織を立ち上げるとともにプラットフォームの開発も始めた事例や，大学外から TED ED の

ような知の共有化のような新たな動きがある．一方，オープンエデュケーションとしての活動の持続性

には，費用の確保，著作権の問題等の限界があるのも事実である．ただ，学びを必要としている人々に

どのように学びの場を提供していくか，大学は何をなすべきか，日本の大学にも考えるべき点が多い． 

続いて，山田恒夫氏(放送大学)から，大学における ICT 利活用の持続的発展－学内組織の整備と大学

間連携についての話があった．今，高等教育の風景が変わってきた．IR と Learning Analytics．情報

を経営にどう活かすか．クラウド環境に学習プロセスのデータが取れる，それをどう反映させるか．大

規模データベースとの連携が，教育の本質と結びつくようになってきている．また，自分の大学ではコ

ンテンツは作らない．オープンエデュケーションのリソースに依存して，指導と学位授与だけに集中す

る．このような新しい大学のモデルもできてくるであろう．このような機運を受け，日本版 EDUCAUSE

として大学 ICT 推進協議会 AXIES が設立された．大学 CIO を頂点として大学単位で加入する形となる．

なぜなら，経営層を巻き込んで進めていかないと話が動かない．全学的な経営戦略の中に位置づける．

自分としては，学術・教育コンテンツの共有再利用に関して大学間連携を考えている．また，産官学に

よる新たな連携の在り方を検討する．5～10 年後を目指してビジョンを作っていくことを目指している．

なお，放送大学としても，新たな人材育成，特に多様性への対応を重視している．ただ，ICT の利用は

遅れている．これには，放送大学法や著作権等の問題が関連している．しかし，多様な学びに備えるこ

とが ICT の役割．いかに安価に多様な学習者，学習環境に対応できるか．大きな転換期を迎えている． 

最後に，阪井和男氏(明治大学)から，大学イノベーションを再考するというテーマで語っていただい

た．大学教育改革については，かつてのパラダイムからいかに脱却していくのか，知恵が必要．イノベ

ーションそのものは目的ではないし目的にはなり得ない．神話からの脱却が必要である．18 歳人口の減

少と対処策としての教育の質向上神話．前者は今後，社会人，主婦をマーケットとしていかに捉えてい

くか．後者は，効率化が質の向上を生むかというとそれは違うし，PDCA サイクルを回してはいけないと

言いたい．脱却すべきパラダイムは，学年学級制であり，相対評価であり，単位制であり，教育制度に

よる分断化である．科目間の連携や，企業等の外部との連携等の外部オープン性を持つ学生のポートフ

ォリオのシステムのあり方に注目している．次世代大学の条件は，社会から喜ばれ構成員から喜ばれる

ことである． 

ここまでの議論を受け，指定討論者である鈴木克明氏(熊本大学)から，オープンエデュケーションの

どの要素をどう発展させる研究か，オープンエデュケーションの波は日本語という壁でとまるか，日本

版 EDUCAUSE への教育工学の貢献は十分か，何がもっと必要か，教育現場＝消費者に最も近い教育工学
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2012年度シンポジウム報告 
 

本年のシンポジウムは，教育工学が教育の現場にどのように寄与できるか，外部の討論者を交え，高

等教育と初等中等教育，二つの現場での今日的課題を午前午後に別れて議論を行った．例年より多数の

参加者があり活発な議論がなされ，教育工学会の活動を考える新たな視点が提供されたと考える．以下，

内容を報告する． 

 

（午前）高等教育シンポジウム 高等教育と ICT 

 

司会の久保田賢一氏(関西大学)より，「高等教育改革が進むなか，ICT 活用がその重要なキーのひとつ

になる．これらに関する世界的動向を捉えつつ教育工学がどのように寄与できるか」との趣旨説明から

開始された． 

最初に重田勝介氏(東京大学)より，オープンエデュケーションの可能性と課題について語られた．米

国では「社会の中で大学は何をすべきか」という危機感からの議論がある．オープンエデュケーション

はここから始まっている．理念は，アクセシビリティの確保，生涯学習の支援，国際的な社会貢献活動

があげられる．一方，大学側としてもリクルーティング，グローバル化(国際的な名声と将来のリクル

ーティング)，質向上とコスト削減等の利点もある．この１年でも，MIT とハーバード連合は大学の外に

共同で運営組織を立ち上げるとともにプラットフォームの開発も始めた事例や，大学外から TED ED の

ような知の共有化のような新たな動きがある．一方，オープンエデュケーションとしての活動の持続性

には，費用の確保，著作権の問題等の限界があるのも事実である．ただ，学びを必要としている人々に

どのように学びの場を提供していくか，大学は何をなすべきか，日本の大学にも考えるべき点が多い． 

続いて，山田恒夫氏(放送大学)から，大学における ICT 利活用の持続的発展－学内組織の整備と大学

間連携についての話があった．今，高等教育の風景が変わってきた．IR と Learning Analytics．情報

を経営にどう活かすか．クラウド環境に学習プロセスのデータが取れる，それをどう反映させるか．大

規模データベースとの連携が，教育の本質と結びつくようになってきている．また，自分の大学ではコ

ンテンツは作らない．オープンエデュケーションのリソースに依存して，指導と学位授与だけに集中す

る．このような新しい大学のモデルもできてくるであろう．このような機運を受け，日本版 EDUCAUSE

として大学 ICT 推進協議会 AXIES が設立された．大学 CIO を頂点として大学単位で加入する形となる．

なぜなら，経営層を巻き込んで進めていかないと話が動かない．全学的な経営戦略の中に位置づける．

自分としては，学術・教育コンテンツの共有再利用に関して大学間連携を考えている．また，産官学に

よる新たな連携の在り方を検討する．5～10 年後を目指してビジョンを作っていくことを目指している．

なお，放送大学としても，新たな人材育成，特に多様性への対応を重視している．ただ，ICT の利用は

遅れている．これには，放送大学法や著作権等の問題が関連している．しかし，多様な学びに備えるこ

とが ICT の役割．いかに安価に多様な学習者，学習環境に対応できるか．大きな転換期を迎えている． 

最後に，阪井和男氏(明治大学)から，大学イノベーションを再考するというテーマで語っていただい

た．大学教育改革については，かつてのパラダイムからいかに脱却していくのか，知恵が必要．イノベ

ーションそのものは目的ではないし目的にはなり得ない．神話からの脱却が必要である．18 歳人口の減

少と対処策としての教育の質向上神話．前者は今後，社会人，主婦をマーケットとしていかに捉えてい

くか．後者は，効率化が質の向上を生むかというとそれは違うし，PDCA サイクルを回してはいけないと

言いたい．脱却すべきパラダイムは，学年学級制であり，相対評価であり，単位制であり，教育制度に

よる分断化である．科目間の連携や，企業等の外部との連携等の外部オープン性を持つ学生のポートフ

ォリオのシステムのあり方に注目している．次世代大学の条件は，社会から喜ばれ構成員から喜ばれる

ことである． 

ここまでの議論を受け，指定討論者である鈴木克明氏(熊本大学)から，オープンエデュケーションの

どの要素をどう発展させる研究か，オープンエデュケーションの波は日本語という壁でとまるか，日本

版 EDUCAUSE への教育工学の貢献は十分か，何がもっと必要か，教育現場＝消費者に最も近い教育工学

Japan Society for Educational Technology

5



 

 

3 

の強みは何か？何をすべきか？等の観点での提起があった．また，フロアからも，日本の大学では FD
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化は失敗すると言う．問題になっている「仕分け」もそれを判断している委員の多数を占めるのは，皆

さんの隣にいる大学教授である．ずいぶん議論に巻き込み理解を得てきたつもりだが時間が足りない．
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との振り返りがあった．現在の一人一台の情報端末による学びのイノベーション事業では，良き課題が

見えてきている．デジタル教科書と指導法について教育工学会で貢献できることがあるのでは．また，

学習者用デジタル教科書に関する技術的課題についてはコンセンサスが必要との提起がある． 

山西潤一氏（富山大学）からは，海外の先進事例から今後の日本がどうしていけばいいかという提言

がなされた．シンガポールでは，1998 年以降，ICT 推進のマスタ－プランが順次立案推進されてきてお

り日本として学ぶべきことが多数ある．特に ICT スタンダードとして子どもたちが身に付けるべき基準

が明確になっていることがあげられる．お隣の韓国では，日本と同様の課題を持つ中で ICT が推進され

てきたという点が日本として参考になる．特に，学力格差是正のための ICT 導入，教員の子どもと向か

い合う時間確保のための校務システム導入である．加えて両国から学ぶべき点は産官学の連携である． 
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最後に会長の永野和男氏より指定討論者として多くの提起がなされた． 

「失われた 10 年」…なぜか？ 政府は産業構造の変化による新しい時代が来ていることを理解してい

る．当然，教育改革から現場でも問題視されている，でも，実際にはなぜか緊迫感がない．学会として

政策に提言や協力をどのように進めるか．研究，実践をベースにした助言に進めていく必要がある．論

文にまとめられた知見と経験にもとづく暗黙知の両方を含めて．まだ，個人の経験に閉じこもり，この

知見が共有化されたクリアなものになっていない．また，教育の情報化の普及に対する研究的視点の観

点からは，時間とともに道具が発展していくなかで，普及による問題解決過程とまったく新しい機能の

提供の過程を区別すべきである．開発段階から普及段階までの各モデルでは，それぞれの段階で求めら

れることが違うからである．普及のためには学習を促すようにデザインされなければならない．イノベ

ーションを妨げてきた要因としては既存の制度の束縛があり，いまの枠組みでの実現が可能なのかとい

う移行の課題がある．学びのイノベーションでは，提言では強調されていないが伝統的な教育活動との

調整が必要となる． 

永野会長の指定討論を受け短時間だが活発な議論がなされた．特に鈴木氏からの学会への期待は大き

い．「教育系の学会もイノベーションする必要があると感じる．何か守ろうとだけするのではなく，エ

ビデンスにもとづくロジカルな議論をすることが，教育そのものに対する一般からの共感や支持を得ら

れる．ぜひ，教育工学会からは他の学会にもエビデンスをもって乗り込んでいってほしい．指導法，教

員養成，学校づくりなど．教育工学会から学び全体のイノベーションを起こしていってほしい．確固た

る一つのモデル，プラクティスを作ることと，そのことをアカデミックなフレームワークで分析し，問

うていく．知的な情報提供と政策提言を引き続きお願いしたい．」 

 

２つのシンポジウムにおいて貴重な提起や活発な議論がなされたこと，また教育工学会に対する期待

を今後の活動に生かしていきたいと考える．多忙な中，駆けつけていただきご議論をいただいたシンポ

ジスト，特に鈴木 寛元副大臣，明治大学阪井和男氏に感謝をするものである 

以上 

記録：島田 希（高知大学），金子大輔（北星学園大学）文責：大久保昇（内田洋行） 

 

 

2012 年度 冬の合宿研究会のご案内（第一報） 
 

テーマ「身体という”メディア”：新たな学びの可能性を探究する」 
 
■ 趣旨 
 近年，初等中等教育においてはコミュニケーション能力の開発の文脈において，高等教育・企業教育

の分野においては，イノベーション創発などの文脈において，「身体を用いた学習機会の可能性」が注

目されている． 
 今回の冬合宿では，インプロヴィゼーション（即興劇）等の外部の専門家を招き，「メディアとして

の身体」の学びに対する可能性を探究する． 
 実際に「体を動かしながら，メディアとしての身体の可能性をさぐる」という，新たなタイプの合宿

を検討している．詳細および受付の案内は次号以降で発表をいたします． 
 
■ 日程 
 2013 年 02 月 16 日(土)～17 日(日) 
＊定員 50 名の予定，ただし両日とも参加可能な者に限る． 
 
■ 会場 
 株式会社内田洋行 東京ユビキタス協創広場 CANVAS 
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日本教育工学会研究会   http://www.jset.gr.jp/study-group/ 
研究会の発表募集 1               テーマ： 教育システムの実践活用／一般 
●日  時：2012 年 10 月 27 日（土）
●申込締切：2012 年 08 月 26 日（日） 

●会  場：岡山大学（担当：笠井俊信） 
●原稿提出：2012 年 09 月 23 日（日） 

●募集内容： 
 これまで様々な方法と目的で教育を支援するシステムが数多く開発されてきています．学校教育の情
報化も進んでいく中，これらの教育システムが教育現場で実際に活用される機会もますます増えていま
す．今後，教育現場で実際に活用できる教育システムの開発と研究がこれまで以上に期待されていくと
想定できます． 
 そこで本研究会では，開発した教育システムを学校をはじめとした教育現場で活用されている方々の
発表を募集し，その取り組みから得た知見を共有したいと考えています．従来通り，上記テーマにこだ
わらず教育工学一般の発表も募集します． 

研究会の発表募集 2               テーマ： e ポートフォリオの活用と普及／一般 
●日  時：2012 年 12 月 15 日（土）
●申込締切：2012 年 10 月 14 日（日） 
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日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集 
「特集：情報化社会におけるインフォーマルラーニング」のご案内（第三報）
 
 情報化の進展により，学校教育以外の学習機会が増えています．e ラーニングによる在宅学習やユビ

キタス機器を用いた体験学習を始め，ワークショップ，サイエンスコミュニケーション，博物館，企業

における人材育成などの領域において，情報通信技術を活用した生涯学習の基盤が整いつつあります．

また，初等中等教育における総合的学習の時間や大学のプロジェクト学習などにおいて，学校外学習と

連動する試みが行われるようになってきました．シリアスゲームやソーシャルラーニングなど新しい方

法も導入されています．本特集号では，拡大しつつあるインフォーマルラーニングやノンフォーマルエ

デュケーションの実践について，今後の学習環境の充実に寄与する論文を募集します． 

 
1.対象分野 

(1) e ラーニングによる在宅学習 

(2) ユビキタス機器を用いた体験学習 

(3) ワークショップ・サイエンスコミュニケーション 

(4) 博物館における学習 

(5) 企業における人材育成 

(6) シリアスゲーム・ゲーミフィケーション 

(7) ソーシャルラーニング 

(8) 学校外と協働する初等中等教育での取り組み（総合的学習やキャリア教育など） 

(9) 学校外と協働する高等教育での取り組み（プロジェクト学習やサービスラーニングなど） 

(10) その他インフォーマルラーニングに関する実践研究など 

 
2.募集論文の種類 

 通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集し

ます．それぞれの論文種別については，投稿規定をご覧下さい．論文の査読は，通常の論文誌の場合と

同じです．ただし，査読は２回限りとし，編集委員会が示した掲載の条件を修正原稿で満たさない場合

は採録になりません．「ショートレター」として既に掲載されている内容を発展させて「論文」として

投稿することも可能ですが，単に分量を増やして詳細に説明しただけでは発展させたことになりません

ので，ご注意下さい．なお，本特集号へ投稿された論文が特集号編集委員会にて対象分野外と判断され

た場合には，一般論文として扱うことになりますので，あらかじめご了承下さい． 

 なお，特集号編集委員会では，本特集号のテーマの特徴から，インフォーマルラーニングやノンフォ

ーマルエデュケーションに関する実践を「教育実践研究論文」，あるいは「資料」の条件を満たすよう

にまとめ，積極的に投稿していただくことを期待しています． 
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3.論文投稿締め切り日（2013 年 11 月発行予定） 

 投稿原稿を 02 月 06 日（水）までに電子投稿をお願いします．ただし，02 月 13 日（水）までは，論

文を改訂することができます．締め切りの延長は行わない方針です． 

投稿原稿提出締め切り（電子投稿）：2013 年 02 月 06 日（水） 

最終原稿提出締め切り（電子投稿）：2013 年 02 月 13 日（水） 

 

4.論文投稿の仕方 

 原稿は，「原稿執筆の手引」（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執筆し，学会ホーム

ページの会員専用 Web サイトから電子投稿して下さい．郵送による投稿は受け付けないことになりま

した． 

 

5.問い合わせ先 

日本教育工学会事務局 

Tel/Fax：03-5740-9505 

電子メール：

 
 

6.特集号編集委員会 

編集委員長：山内祐平（東京大学）  

副編集委員長：山田政寛（金沢大学）  

編集幹事： 荒木淳子（産業能率大学） 

 

編集委員：  

今井亜湖（岐阜大学） 

緒方広明（徳島大学） 

小柳和喜雄（奈良教育大学） 

苅宿俊文（青山学院大学） 

向後千春（早稲田大学） 

鈴木克明（熊本大学） 

中原 淳（東京大学） 

林  敏浩(香川大学) 

美馬のゆり（はこだて未来大学） 

宮田義郎（中京大学） 

村上正行（京都外国語大学） 

室田真男（東京工業大学） 

望月俊男（専修大学）
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第４回 日中教育工学研究交流フォーラムの報告 
国際交流委員会

 
第 4 回日中教育工学研究交流フォーラムは，06 月 09 日（土）から 10 日（日）の 2 日間，奈良教育

大学を会場に 2 日間で延べ 115 名（中国からの参加者は 15 名）の参加者を持って開催された．「日中教

育工学研究交流フォーラム（Japanese-Chinese Educational Technology & Development Forum）」は，

日本と中国の教育工学研究者･実践者が教育工学分野における研究交流を行うために企画されたもので

あり，日本教育工学会と中国教育省の指導下にある中国教育技術協会が母体となって，今までに 2 年間

隔で 3 回（2005 年 11 月，2007 年 06 月，2009 年 08 月）にわたり会場を交互に持ち回り開催されてき

た．当初，第 4 回のフォーラムは 2011 年に開催予定であったが，3 月に大震災があったために延期さ

れ，本年に開催されるにいたった．また連続して，06 月 11 日（月）には，中国からの参加者を中心に

大阪のフューチャースクールの訪問が行われ，そこでも視察の後，活発な情報の交換が行われた． 

 2 日間でのフォーラムの研究発表は，日本側から 6 件の研究発表と中国側 10 件の研究発表が逐次通

訳を介して行われ，政策に関わる情報交流，初等中等教育と関わる研究発表，高等教育と関わる研究発

表などがなされた．すべての発表に関わって，活発な質疑応答が行われ，互いの研究の方向性の確認，

環境や文化差などへも目を向けた理解を深める質疑応答，共通点と差異や将来展望に関わる論議が行わ

れた． 

 また 9 日の夕刻に行われたフォーラム参加者による懇親会では，参加者個々人による交流などが行わ

れることに加えて，これまでのフォーラムの歩みなどの話や，第 5 回の開催などについても話し合われ

た． 

 逐次通訳を介してのフォーラムではあるが，研究内容・方法に関わって，考えようとしている課題に

共通性が見られ，今後の交流が両国の教育工学研究のさらなる発展に寄与することが実感として確認さ

れる会であった（文責 小柳和喜雄）． 
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日本教育工学会 第 28 回通常総会議事録 
 

日時：2012 年 06 月 16 日(土) 12:00-12:55 
場所：東京工業大学デジタル多目的ホール 

 

永岡副会長から，第 28 回通常総会の開会が宣言された． 

永野会長の司会で議事を進めた． 

 

1.出席者数の確認 

定款第 47 条により出席者数を確認し，出席者 35 名，委任状 236 通，合計 281 名であり，正会員総数 2070
名の 1/10 である 207 名以上の出席があることが確認された． 

 

2.第 1 号議案：2011 年度事業報告および収支決算について 

議案書に基づいて，総務担当の中山理事から説明があった．会計監査について，近藤監事が急用のために欠

席されたことから，監査結果報告を中山理事が読み上げ，監査の結果，収支決算が適正であると判断された

ことを確認した．この報告を持って，第 1 号議案を承認した． 

 

3.第 2 号議案：2012 年度事業計画および収支予算案について 

議案書に基づいて，総務担当の中山理事から説明があり，第 2 号議案を承認した． 

 

4.第 3 号議案：定款変更の件 

山西副会長から，定款変更の趣旨，変更にいたる経緯の説明があった．議案書に基づいて，定款変更につい

て説明があった．なお，付則 6 の変更箇所の記述について「特殊会員」の記述が誤りであることから，削除

の訂正があった． 

会員から，2 点の質問があった． 

(1)第 6 条の修正で，大学院生の扱いについて確認があった．山西副会長から，大学院生を学生に含めること

が説明された． 

(2)本会が任意団体であることから，法人資格取得を目指した定款の改訂について意見があった．永野会長か

ら，現状では法人化は未定なため，定款の修正には反映されていない旨を回答した． 

第 3 号議案について，訂正箇所を含めて承認した． 

 

5.第 4 号議案：評議員補充の件 

永野会長から，評議員補充の提案があり，これを承認した． 

 

6.教育工学選書の発行について 

永野会長から出版状況について説明があった． 

 

以上をもって総会を閉会した． 
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日本教育工学会第 14 期第 9 回理事・評議員会(合同)議事録 
 
日 時：平成 24 年 06 月 16 日(土) 13:00〜13:45 
場 所：東京工業大学 第一食堂 2 階 季の味ガーデン 
 
出席者： 
理事 
永野和男 会長，永岡慶三 副会長，山西潤一 副会長，赤倉貴子，大久保昇，久保田賢一，清水康敬，鈴木克
明，中原 淳，中山 実，南部昌敏，東原義訓，前迫孝憲，美馬のゆり，村川雅弘，室田真男，矢野米雄，
山内祐平，吉崎静夫 
 
評議員  
今井亜湖，園屋高志，高橋 純，永田智子，西森年寿，望月俊男，森田裕介 
 
1. 前回の理事会議事録の承認について 
第 14 期第 8 回理事会議事録を資料のとおり承認した． 
 
2. 会員の移動について承認した． 
(1)新入会員    23 名(正会員:12 名，准会員:3 名，学生会員:8 名) 
(2)退会会員    5 名(正会員:2 名，准会員:3 名) 
(3)種別変更    21 名(正会員へ 3 名，准会員へ 2 名，学生会員へ 16 名) 
 
合計 2,641 名 [前回 2,623 名] (正会員:2,047 名，准会員:398 名，学生会員:172 名，維持会員:19 名，名誉会
員:5 名) 
 
3. 各種委員会から 
(1)顕彰委員会 
赤倉委員長から，論文賞，研究奨励賞の投票が呼びかけられた． 
 
(2)大会実行委員会 
室田委員長から，以下の審議と依頼があった． 
- 海外からの大会発表者の参加について，KSET 会員については International session に限っては，会員で
なくても発表できること，それ以外についても要望があれば検討することについて提案があり，これを承認
した． 
- 第 28 回全国大会への出展企業について報告があり，理事・評議員に出展数を増やすための協力が求められ
た． 
 
4. 今後の学会の活動について 
評議員，理事から学会活動について意見が述べられた． 
 
5. その他 
(1) 協賛依頼を承認した． 
・「Workshop on Science, Technology & Education Education & Environmental(Technology Education, 
Hand-making Education,Engineering Education) (2nd JTSTE 2012)」 
・「教育システム情報学会 第 37 回全国大会」(教育システム情報学会より)  
(2) 後援依頼を承認した． 
・第 39 回 教育工学研修中央セミナー「IMETS フォーラム 2012」（才能開発教育研究財団より） 
・「第 12 回日本情報オリンピック」（情報オリンピック日本委員会より）  
(3) 学会への送付物を確認した． 
(4) 今後の理事会 
第 14 期 第 10 回 理事会 平成 24 年 07 月 14 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 11 回 理事会 平成 24 年 09 月 08 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 12 回 理事会・評議員会 平成 24 年 09 月 16 日(日) 長崎大学 
第 14 期 第 13 回 理事会 平成 24 年 11 月 17 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 14 回 理事会 平成 25 年 01 月 19 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 15 回 理事会 平成 25 年 03 月 16 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 16 回 理事会 平成 25 年 05 月 11 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 17 回 理事会・評議委員会 平成 25 年 06 月 15 日(土) 場所未定 
 
以上
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日本教育工学会第 14 期第 9 回理事・評議員会(合同)議事録 
 
日 時：平成 24 年 06 月 16 日(土) 13:00〜13:45 
場 所：東京工業大学 第一食堂 2 階 季の味ガーデン 
 
出席者： 
理事 
永野和男 会長，永岡慶三 副会長，山西潤一 副会長，赤倉貴子，大久保昇，久保田賢一，清水康敬，鈴木克
明，中原 淳，中山 実，南部昌敏，東原義訓，前迫孝憲，美馬のゆり，村川雅弘，室田真男，矢野米雄，
山内祐平，吉崎静夫 
 
評議員  
今井亜湖，園屋高志，高橋 純，永田智子，西森年寿，望月俊男，森田裕介 
 
1. 前回の理事会議事録の承認について 
第 14 期第 8 回理事会議事録を資料のとおり承認した． 
 
2. 会員の移動について承認した． 
(1)新入会員    23 名(正会員:12 名，准会員:3 名，学生会員:8 名) 
(2)退会会員    5 名(正会員:2 名，准会員:3 名) 
(3)種別変更    21 名(正会員へ 3 名，准会員へ 2 名，学生会員へ 16 名) 
 
合計 2,641 名 [前回 2,623 名] (正会員:2,047 名，准会員:398 名，学生会員:172 名，維持会員:19 名，名誉会
員:5 名) 
 
3. 各種委員会から 
(1)顕彰委員会 
赤倉委員長から，論文賞，研究奨励賞の投票が呼びかけられた． 
 
(2)大会実行委員会 
室田委員長から，以下の審議と依頼があった． 
- 海外からの大会発表者の参加について，KSET 会員については International session に限っては，会員で
なくても発表できること，それ以外についても要望があれば検討することについて提案があり，これを承認
した． 
- 第 28 回全国大会への出展企業について報告があり，理事・評議員に出展数を増やすための協力が求められ
た． 
 
4. 今後の学会の活動について 
評議員，理事から学会活動について意見が述べられた． 
 
5. その他 
(1) 協賛依頼を承認した． 
・「Workshop on Science, Technology & Education Education & Environmental(Technology Education, 
Hand-making Education,Engineering Education) (2nd JTSTE 2012)」 
・「教育システム情報学会 第 37 回全国大会」(教育システム情報学会より)  
(2) 後援依頼を承認した． 
・第 39 回 教育工学研修中央セミナー「IMETS フォーラム 2012」（才能開発教育研究財団より） 
・「第 12 回日本情報オリンピック」（情報オリンピック日本委員会より）  
(3) 学会への送付物を確認した． 
(4) 今後の理事会 
第 14 期 第 10 回 理事会 平成 24 年 07 月 14 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 11 回 理事会 平成 24 年 09 月 08 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 12 回 理事会・評議員会 平成 24 年 09 月 16 日(日) 長崎大学 
第 14 期 第 13 回 理事会 平成 24 年 11 月 17 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 14 回 理事会 平成 25 年 01 月 19 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 15 回 理事会 平成 25 年 03 月 16 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 16 回 理事会 平成 25 年 05 月 11 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 17 回 理事会・評議委員会 平成 25 年 06 月 15 日(土) 場所未定 
 
以上
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日本教育工学会第 14 期第 10 回理事会議事録 
 
日 時：平成 24 年 07 月 14 日(土) 14:40〜16:40 
場 所：聖心女子大学 マリアンホール 1 階グリーンパーラー 
 
出席者： 
理事 
永野和男 会長，山西潤一 副会長，赤倉貴子，赤堀侃司，植野真臣，加藤 浩，清水康敬，鈴木克明， 
南部昌敏，室田真男，矢野米雄，山内祐平，吉崎静夫 
監事 
生田孝至 
 
1. 前回の理事・評議員会議事録，総会議事録の承認について 
第 14 期第 9 回理事・評議員会議事録，第 28 回通常総会議事録を資料のとおり承認した． 
 
2. 会員の異動について承認した． 
(1)新入会員    37 名(正会員:19 名，准会員:2 名，学生会員:16 名) 
(2)退会会員    4 名(正会員:2 名，准会員:2 名) 
(3)種別変更    3 名(正会員へ 1 名，学生会員へ 1 名) 
 
合計 2,680 名[前回 2,641 名] (正会員:2,068 名，准会員:398 名，学生会員:190 名，維持会員:19 名，名誉
会員:5 名) 
 
3. 委員の交代について 
編集委員会，研究会委員会から委員交代について提案があり，これを承認した． 
 
4. 各種委員会から 
(1) 編集委員会 
清水編集長から資料に基づいて論文誌の編集進捗状況について説明があり，これを承認した． 
 
(2) 研究会委員会 
植野理事より，研究会委員会の新メンバーについて説明があった． 
 
(3) 企画委員会 
永野会長より，夏の合宿研究会ならびに冬の合宿研究会の進捗状況が説明された．また，平成 25 年度の総会
及びシンポジウムを平成 25 年 06 月 15 日（土） に東京工業大学で開催する案を承認した． 
 
(4) 大会企画委員会 
室田委員長から，大会企画委員会の準備状況が報告された． 
 
(5) 顕彰委員会 
赤倉委員長から資料に基づき，第 27 回研究奨励賞・第 26 回論文賞について選定の経緯及び候補者集計結果
の報告があった． 
第 27 回研究奨励賞は上位 2 名を選定すること，第 26 回論文賞は上位 1 名を選定することが提案され，これ
を承認した． 
 
(6) 選挙管理委員会 
永野会長から，次期役員選挙について，本年 11 月に候補者選任，来年 1 月に会員投票，3 月に開票結果報告
する計画が示された．この選挙実施のために，赤倉委員長に委員 3 名を選任して選挙管理員会を構成する案
を了承した． 
 
(7) 国際交流・渉外 
赤堀理事から資料に基づき，第 28 回全国大会への韓国 KSET からの招待について説明があり，大会企画委
員会への依頼があった．また，第 4 回日中教育工学研究フォーラムが成功裏に無事終了したこと，再来年は
中国で開催する予定が報告された．永野会長から，他の国や機関との交流についても今後前向きに検討する
必要があるとの発言があった． 
 
(8) FD セミナー 
永野会長から昨年度開催のセミナーについて説明があり，17 名に認定証が交付されたことが報告された． 
 
(9) 広報委員会 
南部委員長から，資料に基づいてニューズレター(No.188 号)の台割り案が示され，原稿依頼先が確認された．  
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(10) 総務 
・生田監事から資料に基づき，総会での監事報告について説明があり，学会運営等について意見交換が行わ

れた． 
・ 永野会長から資料に基づき，教育工学選書の学会取り扱い分の発注・会計処理の方法について説明があり，

これを了承した． 
・ 本会共催の「坂元先生を忍ぶ会」について開催報告があった． 
 
5. その他 
(1) 協賛依頼を承認した． 
・「e-LearningAwards2012 フォーラム」の協賛依頼（フジサンケイビジネスアイより)  
・「情報教育シンポジウム SSS2012」の協賛依頼（情報処理学会より）  
 
(2) 今後の理事会 
第 14 期 第 11 回 理事会 平成 24 年 09 月 08 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 12 回 理事会・評議員会 平成 24 年 09 月 16 日(日) 長崎大学 
第 14 期 第 13 回 理事会 平成 24 年 11 月 17 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 14 回 理事会 平成 25 年 01 月 19 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 15 回 理事会 平成 25 年 03 月 16 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 16 回 理事会 平成 25 年 05 月 11 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 17 回 理事会・評議委員会 平成 25 年 06 月 15 日(土) 場所未定 
 
以上 
 

新入会員 
（2012 年 05 月 10 日～2012 年 07 月 08 日）60 名（正会員：31 名，学生会員：24 名，准会員：5 名）

 

■正会員（31 名） 
玉松 昂大（大阪教育大学附属平野小

学校） 
藤澤 康夫（株式会社オーエムシィー） 
八百板 康範（東北薬科大学） 
吉田 清隆（成蹊大学） 
相澤 純（岩手医科大学医学部麻酔学

講座） 
北村 勝朗（東北大学） 
川本 正道（崇城大学） 
橋田 朋子（東京大学大学院情報理工

学系研究科） 
幾度 貴恵（学校法人武庫川学院） 
内田 信二 
細井 博幸 
松岡 靖（広島大学附属小学校） 
西山  宣昭（金沢大学  大学教育開

発・支援センター） 
吉田 剛（宮城教育大学） 
安浪 誠祐（熊本大学 大学教育機能

開発総合研究センター） 
今野 恵理子（株式会社サイバーネッ

トワーク） 
鳥居 朋子（立命館大学 教育開発推

進機構） 
藤澤 文（鎌倉女子大学 児童学部） 
太田 洋一  

土合 泉  
山内 富美（同志社大学） 
荻野 真美（新潟市立沼垂小学校） 
小島 雅子（株式会社開倫塾 本部） 
大井 浩明 
川北 泰伸（同志社大学 政策学部） 
水町 衣里（京都大学 iCeMS 科学コ

ミュニケーショングループ） 
小原 政敏（白鴎大学教育学部） 
立石 慎治（東北大学 高等教育開発

推進センター） 
佐藤 清次（産業技術短期大学 情報

処理工学科） 
田中 ゆみ（仙台高等専門学校 名取

キャンパス教育研究技術支援室） 
石毛 順子（国際教養大学 日本語プ

ログラム） 
 
■学生会員（24 名） 
野原 佑輔（東京電機大学大学院） 
金 楠（兵庫教育大学大学院） 
種岡 真由美（上越教育大学大学院） 
熊崎 あゆち（お茶の水女子大学大学院） 
小山 翼（静岡県立大学大学院） 
杉山 いおり（首都大学東京） 
山口 洋介（大阪大学大学院） 
青木 理紗（早稲田大学大学院） 

廣川 統（上越教育大学大学院） 
川澄 直行（筑波大学大学院） 
小野田 千明（富山大学大学院） 
鈴木 梨沙（慶應義塾大学大学院） 
吉村 優（東京理科大学大学院） 
望月 志朗（富山大学大学院） 
三宅 貴久子（関西大学大学院） 
伊藤 慎悟（上智大学大学院） 
谷口 佳史（静岡大学大学院） 
渡邉 泰久（静岡大学大学院） 
山根 嵩史（広島大学大学院） 
高久 敏宏（宮城教育大学大学院） 
石川 晶子（日本女子大学大学院） 
森 真也（早稲田大学 人間科学部） 
阿部 藤子（日本女子大学大学院） 
山田 小百合（東京大学大学院） 
 
■准会員（5 名） 
町 岳（大田区立東調布第一小学校） 
大木 友梨子（ワークショップデザイ

ナー育成プログラム事務局） 
平岡 淳 
相場 奨太 
茂木 淳子（上越教育大学附属小学校） 
 

以上
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(10) 総務 
・生田監事から資料に基づき，総会での監事報告について説明があり，学会運営等について意見交換が行わ

れた． 
・ 永野会長から資料に基づき，教育工学選書の学会取り扱い分の発注・会計処理の方法について説明があり，
これを了承した． 

・ 本会共催の「坂元先生を忍ぶ会」について開催報告があった． 
 
5. その他 
(1) 協賛依頼を承認した． 
・「e-LearningAwards2012 フォーラム」の協賛依頼（フジサンケイビジネスアイより)  
・「情報教育シンポジウム SSS2012」の協賛依頼（情報処理学会より）  
 
(2) 今後の理事会 
第 14 期 第 11 回 理事会 平成 24 年 09 月 08 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 12 回 理事会・評議員会 平成 24 年 09 月 16 日(日) 長崎大学 
第 14 期 第 13 回 理事会 平成 24 年 11 月 17 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 14 回 理事会 平成 25 年 01 月 19 日(土) 電子メールによる会議 
第 14 期 第 15 回 理事会 平成 25 年 03 月 16 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 16 回 理事会 平成 25 年 05 月 11 日(土) 聖心女子大学 
第 14 期 第 17 回 理事会・評議委員会 平成 25 年 06 月 15 日(土) 場所未定 
 
以上 
 

新入会員 
（2012 年 05 月 10 日～2012 年 07 月 08 日）60 名（正会員：31 名，学生会員：24 名，准会員：5 名）

 

■正会員（31 名） 
玉松 昂大（大阪教育大学附属平野小

学校） 
藤澤 康夫（株式会社オーエムシィー） 
八百板 康範（東北薬科大学） 
吉田 清隆（成蹊大学） 
相澤 純（岩手医科大学医学部麻酔学

講座） 
北村 勝朗（東北大学） 
川本 正道（崇城大学） 
橋田 朋子（東京大学大学院情報理工

学系研究科） 
幾度 貴恵（学校法人武庫川学院） 
内田 信二 
細井 博幸 
松岡 靖（広島大学附属小学校） 
西山  宣昭（金沢大学  大学教育開

発・支援センター） 
吉田 剛（宮城教育大学） 
安浪 誠祐（熊本大学 大学教育機能

開発総合研究センター） 
今野 恵理子（株式会社サイバーネッ

トワーク） 
鳥居 朋子（立命館大学 教育開発推

進機構） 
藤澤 文（鎌倉女子大学 児童学部） 
太田 洋一  

土合 泉  
山内 富美（同志社大学） 
荻野 真美（新潟市立沼垂小学校） 
小島 雅子（株式会社開倫塾 本部） 
大井 浩明 
川北 泰伸（同志社大学 政策学部） 
水町 衣里（京都大学 iCeMS 科学コ

ミュニケーショングループ） 
小原 政敏（白鴎大学教育学部） 
立石 慎治（東北大学 高等教育開発

推進センター） 
佐藤 清次（産業技術短期大学 情報

処理工学科） 
田中 ゆみ（仙台高等専門学校 名取

キャンパス教育研究技術支援室） 
石毛 順子（国際教養大学 日本語プ

ログラム） 
 
■学生会員（24 名） 
野原 佑輔（東京電機大学大学院） 
金 楠（兵庫教育大学大学院） 
種岡 真由美（上越教育大学大学院） 
熊崎 あゆち（お茶の水女子大学大学院） 
小山 翼（静岡県立大学大学院） 
杉山 いおり（首都大学東京） 
山口 洋介（大阪大学大学院） 
青木 理紗（早稲田大学大学院） 

廣川 統（上越教育大学大学院） 
川澄 直行（筑波大学大学院） 
小野田 千明（富山大学大学院） 
鈴木 梨沙（慶應義塾大学大学院） 
吉村 優（東京理科大学大学院） 
望月 志朗（富山大学大学院） 
三宅 貴久子（関西大学大学院） 
伊藤 慎悟（上智大学大学院） 
谷口 佳史（静岡大学大学院） 
渡邉 泰久（静岡大学大学院） 
山根 嵩史（広島大学大学院） 
高久 敏宏（宮城教育大学大学院） 
石川 晶子（日本女子大学大学院） 
森 真也（早稲田大学 人間科学部） 
阿部 藤子（日本女子大学大学院） 
山田 小百合（東京大学大学院） 
 
■准会員（5 名） 
町 岳（大田区立東調布第一小学校） 
大木 友梨子（ワークショップデザイ

ナー育成プログラム事務局） 
平岡 淳 
相場 奨太 
茂木 淳子（上越教育大学附属小学校） 
 

以上
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編集長：清水 康敬（東京工業大学）
担当副会長：永岡 慶三（早稲田大学）
広報委員長：南部 昌敏（上越教育大学）
　副委員長：矢野 米雄（徳島大学）
　幹事：高橋 純（富山大学）
　委員：永田 智子（兵庫教育大学）
　　　　石塚 丈晴（福岡工業大学短期大学部）
　　　　山田 智之（内田洋行）

会長 永野和男（聖心女子大学）

◎学会日誌
２０１２年
･２０１２年０９月１５日（土）〜１７日（月）

第２６回全国大会　（長崎大学　文教キャンパス）

・２０１２年１０月２７日（土）

研究会「教育システムの実践活用」（岡山大学）

・２０１２年１２月１５日（土）

研究会 「e ポートフォリオの活用と普及」（東京学芸大学）

２０１３年
・２０１３年０２月１６日（土）〜１７日（日）

冬の合宿研究会「身体という”メディア ”：新たな学び

の可能性を探究する」（株式会社内田洋行　東京ユビ

キタス協創広場　ＣＡＮＶＡＳ）

・２０１３年０３月０２日（土）

研究会「ICT を活用した教育実践と授業改善」（三重
大学）

◎国際会議の案内
２０１２年
・E-LEARN 2012
	 http://www.aace.org/conf/eLearn/
	 (10/09-12, Montréal, Québec, Canada)
・AAOU 2012
	 http://aaou2012.ouj.ac.jp/
	 （10/16-18, Chiba, Japan）
・MLearn 2012
	 http://www.mlearn.org/mlearn2012
	 (10/16-18, Helsinki, Finland)
･ICCE 2012
	 http://www.lsl.nie.edu.sg/icce2012/
	 (11/26-30, Singapore)
・WALS 2012
	 http://walsnet.org/
	 (11/28-30, Singapore)

２０１３年
・SITE 2013
	 http://site.aace.org/conf/
	 (03/25-29, New Orleans, Louisiana, USA)
・EdMedia 2013	 
	 http://www.aace.org/conf/edmedia/
	 (06/24-28, Victoria, BC, Canada)
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